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井元秀剛先生のご退職に寄せて

平光　文乃

井元先生への第一印象は、失礼を承知で申し上げれば、「一風変わった多才な方」
というものでした。先生の言語学におけるご業績などをまだ存じ上げなかった最
初の懇親会で、先生ご自身が体操の大車輪をされている動画を拝見したためです。
そのヴィジュアルインパクトの強さ、大阪大学言語文化研究科教授という肩書と
の意外な取り合わせ、そして何よりも、その動画を嬉々としてご披露くださる先
生のお姿に、強い印象を受けました（このような率直な印象をお許しいただけま
したら幸いです）。
また先生は、そのお人柄ゆえか、フランス文学を専攻する学部学生たちから大
変慕われておりました。学生も交えた合同懇親会の折には、かつて先生の授業を
受けた学生たちが自然と先生のもとに集まり、楽しそうにお話しされていたのを
よく覚えています。学生の間では、「授業で若かりし頃のラブレターについて話し
てくださった先生」として知られていたようです。こうしたエピソードも交えた
先生の楽しく充実した授業のおかげで、学生たちはフランス語の力を培い、さら
にフランス文学へと学びを深めていったことに、心より感謝申し上げます。
このたびのご退官は誠に寂しく、大きな損失でございますが、先生が今後も変
わらず多才にご活躍されることを確信しております。改めまして、ご退官を心よ
りお祝い申し上げます。

（大阪大学人文学研究科）


